
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
電流注入チョーク（６）とコンデンサ（ 13）と誘導加熱コイル（ 14）と高周波数で制御さ
れる電力スイッチ（ 12、 21）とから成る発振回路を有する誘導加熱用の交流式ジェネレー
タにおいて、電流注入チョーク（６）が二つの分岐部で形成された並列組立体と直列に装
着された可飽和型のものであり、第１の分岐部（Ｂ１）が電力スイッチ（ 12、 21）を備え
、また第２の分岐部（Ｂ２）が誘導加熱コイル（ 14）と直列に装着されたコンデンサ（ 13
）を備えていることを特徴とする誘導加熱用の交流式ジェネレータ。
【請求項２】
電力スイッチ（ 12）がパワーダイオード（ 19）と組合さったＩＧＢＴ型のパワートランジ
スタであることを特徴とする請求の範囲１に記載の誘導加熱用の交流式ジェネレータ。
【請求項３】
電力スイッチが電圧対称ＭＯＳ制御サイリスタ（ＭＣＴ）型のサイリスタ（ 21）であるこ
とを特徴とする請求の範囲１に記載の誘導加熱用の交流式ジェネレータ。
【請求項４】
第１の分岐部（Ｂ１）における電流がゼロの時に電力スイッチ（ 12、 21）の高周波スイッ
チングを制御する装置（ 20）を有していることを特徴とする請求の範囲１～３のいずれか
一項に記載の誘導加熱用の交流式ジェネレータ。
【請求項５】
前段に抗干渉フィルタ（３）が設けられ、後段に低域フィルタ（４）が設けられた整流器
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ブリッジ（２）を有していることを特徴とする請求の範囲１～４のいずれか一項に記載の
誘導加熱用の交流式ジェネレータ。
【請求項６】
電流注入チョーク（６）を流れる交流電流が、 17アンペアのオーダーの飽和値をもつこと
を特徴とする請求の範囲１～５のいずれか一項に記載の誘導加熱用の交流式ジェネレータ
。
【請求項７】
蒸し器や揚げ器のような調理装置のハウジング内に組み込まれることを特徴とする請求の
範囲１～６のいずれか一項に記載の誘導加熱用の交流式ジェネレータ。
【請求項８】
電流注入チョーク（６）の巻線に予定の値の電流が流れている時に、自律的に飽和に達す
る磁気回路を備えていることを特徴とする請求の範囲１～７のいずれか一項に記載の交流
式ジェネレータに使用される電流注入チョーク。
【請求項９】
発振回路の共振 自律的に飽和に達する磁気回路を備えていることを特徴
とする請求の範囲８に記載の交流式ジェネレータに使用される電流注入チョーク。
【発明の詳細な説明】
本発明は、誘導加熱装置に用いるようにされた交流ジェネレータに関するものである。こ
の形式のジェネレータは公知であり、本願で開示するものは、電流注入チョークとコンデ
ンサと誘導加熱コイルと高周波で制御される電力スイッチとから成る発振回路を備えてい
る。
誘導加熱の原理は知られているように、数十キロヘルツまでの相対的に高い周波数で変化
する電流を、インダクタとして機能ししかも電気的に導通性の物体の本体の近くに配置さ
れるコイルに電流を付加して、導電性の物体の本体に渦電流を発生させ、ジュール効果に
より相当な熱量を発生させることにある。この加熱原理を用いた既存の装置は、結合に感
応するという欠点をもっており、すなわち加熱すべき物体の大きさが変わると、伝達加熱
電力が変化する。一層特に、このようなジェネレータが容器に入れた食品を加熱するよう
にされた誘導板に用いられる場合、加熱すべき食品を入れた容器に伝送される最大加熱電
力は、この容器の基部の直径が小さくなればなるほど小さくなることが知られている。
この欠点を改善するため、幾つかの解決法が提案され、そのうちの幾つかは発振回路のイ
ンダクタンスの変化を利用して伝達電力を変調させている。他の方法は、インダクタとイ
ンダクタの近くに位置し容器の置かれる支持板との間の空隙を変えることにある機械的方
法を使用しており、支持板を含む間隙が変化し、その結果この間隙を通る磁束が変化する
ことになる。他の公知の解決法は、誘導加熱コイルに給電する半導体インバータの出力周
波数を変えることにある。また、整流器回路に位相制御整流器を用いることによりインバ
ータのＤＣ電力供給電圧を調整することにある解決法も知られている。使用されていた別
の解決法としてはスイッチング回路の容量およびインダクタンスパラメータを階段状に変
えることにある。
これらの全ての解決法は、加熱電力を変調することができるが、しかしインダクタより加
熱すべき本体に伝達される電力がその本体の大きさに影響されることを避けることができ
ない。実際、先に本出願人が料理容器に入れた食品を加熱する場合に述べてきたように、
この影響は、渦電流の発生される加熱すべき容器の表面積が小さくなると、電力の吸収が
下がることからも明らかである。このことは、小さなサイズの容器に高い電力を利用した
い利用者とっては欠点となる。
本発明の目的は、加熱すべき本体の大きさに関係なく電力を誘導できしかも小さな寸法の
料理容器でも高加熱電力を得ることのできる装置を提供することにある。
本発明によれば、本ジェネレータは、二つの分岐部で形成された並列組立体と直列に装着
された可飽和型の電流注入チョークを有し、第１の分岐部Ｂ１は電力スイッチを備え、ま
た第２の分岐部Ｂ２は誘導加熱コイルと直列に装着されたコンデンサを備えている。
本発明による装置は、使用される容器のサイズに関係なく、出力を約 100ワットの低い値
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から約 2.5キロワットの値まで連続して変えることができる。この利点は、
必要である低出力の得られる

誘導加熱台架においてジェネレータを家庭用に使用する場合に重要である。
本発明によるジェネレータの別の本質的な利点は、飽和を達成する付加的な装置を必要と
しない構成により飽和できしかも発振回路の共振 自律的に飽和

動作する電流注入チョークを使用することにある。サイズ及び価格の低下に加えて、こ
のような可飽和チョークを使用するこれによる重要な利点は、負荷に対してジェネレータ
を ことにある。実際、加熱すべき本体の寸法が小さくなると、こ
の本体の吸収する電力が減少する従来技術のアナログ装置に比べて、本発明によるジェネ
レータによれば、広範囲にわたって変化できる加熱すべき本体の大きさに無関係に単に利
用者が値を選択できる加熱出力を得ることができる。
本発明によるジェネレータの特徴及び利点は、添付図面を参照して本発明を限定しない例
として以下になされる説明から明らかとなる。
第１図は、電力スイッチとしてパワーダイオードと組合さったＩＧＢ型パワートランジス
タを使用する、本発明によるジェネレータの一実施例を示す線図である。
第２図は、非可飽和チョークを備えた従来技術のジェネレータの場合の加熱すべき食品を
入れる種々の直径ｄ（ cm）の料理用品における電力供給電圧の関数として吸収される電力
の発生を示すグラフである。
第３図は、可飽和チョークを備えた本発明によるジェネレータの場合の加熱すべき食品を
入れる種々の直径ｄ（ cm）の料理用品における電力供給電圧の関数として吸収される電力
の発生を示すグラフである。
第４図は、電力スイッチとしてＭＯＳ制御サイリスタ（ＭＣＴ）電圧対称型のサイリスタ
を使用した本発明の変形実施例を示す図である。
第５ａ図は、電流注入チョークの磁気回路を構成しているＥ型フェライト部品を示す斜視
図である。
第５ｂ図は、本発明によるジェネレータに使用した可飽和電流注入チョークの垂直断面図
である。
第５ｃ図は、本発明によるジェネレータに使用した可飽和電流注入チョークの水平断面図
である。
第６図は、特に非可飽和チョーク及び誘導加熱コイルから成る発振回路に流れる電力供給
電流の周期Ａと、同型であるが本発明による可飽和チョークを備えた回路に流れる電力供
給電流の周期Ｂとを示す。
第７図は、非可飽和電流注入チョークから成る発振回路の場合における電力供給電圧のエ
ンベロープＥ及び電力スイッチの端子に印加される電圧の一部を非常に拡大して示す。
第８図は、本発明による可飽和電流注入チョークから成る発振回路の場合における第７図
と同様な図である。
第１図に示すように、交流式ジェネレータ１はホットプレート型の誘導加熱装置に使用す
るようにされ、そして主給電線により給電され、この交流式ジェネレータ１は、それ自体
公知のように、整流器ブリッジ２を有し、この整流器ブリッジ２の前段には、抗干渉フィ
ルタ３が設けられ、整流器ブリッジ２の後段には、低域フィルタ４が設けられ、この低域
フィルタ４はコイル５及びコンデンサ７から成っている。整流器ブリッジ２の第１の出力
端子８はコイル５の第１の端子に接続され、コイル５の第２の端子は電流注入チョーク６
及びコンデンサ７に共通の端子に接続されている。電流注入チョーク６の第２の端子９は
二つの分岐部Ｂ１、Ｂ２から成る並列組立体の第１の端子に接続されている。この並列組
立体の第２の端子 10はコンデンサ７の第２の端子及び整流器ブリッジ２の第２の出力端子
11に接続されている。分岐部Ｂ１は電子スイッチ 12を有し、分岐部Ｂ２はコンデンサ 13を
有し、このコンデンサ 13はインダクタ 14を形成するコイルと直列に設けられている。
コイル５及びコンデンサ７は低域フィルタ４を構成し、主給電線に戻る発振回路に急な電
圧前縁部が現れ得るのを避けることができる。
第２図に見られるように、グラフは、上述の従来技術のジェネレータにおける電力供給電
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圧の関数として吸収される電力を表している。このグラフが示しているように、電力供給
電圧が 180Vから 270Vへ変化する際に誘導される加熱電力は、直径 95cm～ 150cmの範囲の容
器が用いられる場合には２キロワットを越えることがない。
本発明によれば、電流注入チョークは可飽和チョークであり、そして二つの分岐部すなわ
ち第１図の 12及び第４図の 21で表されるスイッチを備えた第１の分岐部Ｂ１及び誘導給電
コイル 14と直列に設けられたコンデンサ 13とを備えた第２の分岐部Ｂ２で構成された並列
組立体と直列に設けられている。電流注入チョーク６は磁気回路を備え、この磁気回路は
、それの巻線が予定の値の電流を搬送する際に自律的に飽和する。この磁気回路は、第５
ａ図及び第５ｂ図に示すように、二つの同一Ｅ型フェライト部品 16をそれぞれの横方向バ
ー 17によって結合し、そしてそれぞれの中心コア 18の間に４ mmの隙間を開けて構成されて
いる。
本発明の好ましい実施例によれば、電流注入チョーク６はこの構成により飽和でき、

で形成された 46巻回の巻線を備えている。電流注入チョーク
６は、巻線に予定の値の電流が流れると、自律的に飽和する磁気回路を備えていることを
特徴としている。第１の分岐部Ｂ１のスイッチ 12は、第１図に示すように、パワーダイオ
ード 19と直列に設けられたＩＧＢＴ型のパワートランジスタである。パワーダイオード 19
は、パワートランジスタが遮断状態にある時、パワートランジスタの端子に逆電圧を印加
できる。
符号 20で示す制御装置ＣＭＤは、第１の分岐部Ｂ１における電流がゼロである時に、発振
回路の共振位相中にパワートランジスタの高周波スイッチングを駆動する。制御装置 20は
またパワートランジスタの端子に過電圧が表れ得るのを避けることができる。
従って、本発明より、チョーク６が可飽和である時に、広範囲にわたって変化できしかも
値が加熱すべき容器の大きさに無関係である加熱電力を誘導できるジェネレータが得られ
る。第３図に示すように、 180Vから 270Vへ変化する種々の電力供給電圧に対して吸収され
る電力は、料理用具の直径が 95cmであり、電力供給電圧が 230V以上である場合を除いて２
キロワット以上である。
電力供給電圧が 230V以上である場合には、スイッチが耐えることのできる限界電圧に達す
ることにより、吸収電圧の低下が観察され、これにより、スイッチの端子において電圧を
自律的に調整することができるようになり、その結果スイッチの損傷を避けることができ
る。
第４図に示す第２の実施例によれば、第１図の要素と同一の要素は同じ符号で示し、高周
波数で制御されるスイッチは電圧対称ＭＯＳ制御サイリスタ（ＭＣＴ）型のサイリスタ 21
である。この型スイッチを用いることにより、分岐部Ｂ１におけるパワーダイオード 19を
省略することができる。さらに、効率及びサイズの低減を十分に促進させることができる
。事実、第１図による分岐部Ｂ１の端子における総体電圧降下は、パワーダイオード 19と
直列にＩＧＢＴ型のパワートランジスタ 12を備えている場合には 6.1Vであるのに対して、
分岐部Ｂ１が単にＭＯＳ制御サイリスタ 21だけを備えている第４図の構成では、この電圧
降下はほんの 1.6Vである。これにより電力利得は少なくとも 3.8となる。
出願人の行った試みで得られた好ましい実施例によれば、可飽和チョーク６のインダクタ
ンスの値は 250μ Hであり、コンデンサ 13の容量の値は 188nFであり、オフロード時のイン
ダクタ 14のインダクタンスの値は 66μ Hであり、電力スイッチは、破壊電圧が 1200Vを越え
ないように選択される。雰囲気温度において 17アンペアのオーダーの可飽和チョーク６の
飽和電流の値に対して試験を実施した。
第７図の試験は 29.6 Hzの周波数で 1500Wの電力に対して実施し、また第８図の試験は 31.5
kHzの周波数で 1500Wの電力に対して実施した。
これらの試験からは、第６図、第７図及び第８図によれば、本発明による可飽和チョーク
が用いられる場合、供給電圧（曲線Ｂ）及び分岐部Ｂ１の端子における電圧のエンベロー
プＥ（第８図）が曲線Ａ及びＥ（第７図）と対照的に、クリッピングを示し、また可飽和
チョークのない場合には正弦波状となことがわかる。曲線Ｅ（第８図）に描かれた試験で
は、分岐部Ｂ１の端子における電圧は電力スイッチの破壊電圧、この場合 1200Vより非常
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に低く、一方、曲線Ｅ（第７図）に描かれた試験では、分岐部Ｂ１の端子における電圧は
電力スイッチの破壊電圧に実質的に等しい。
従って、本発明によるジェネレータにより、広い電力範囲にわたって動作し、加熱電力が
加熱すべき食品を入れた容量の大きさに無関係である簡単で安価な装置を提供することが
できる。
この装置によりさらに、小さな負荷に対してシリコンの使用係数を著しく高めることがで
きる。これにより利用者は経済的なスイッチを用いて負荷の大きさに関係なく所望の高電
力を得ることができる。さらに、スイッチ 12、 21の端子における過電圧の低減により、乏
しい結合にもかかわらず小さな負荷においても高電力を維持することができる。
本発明はまた、例えば蒸し器、炊飯器または揚げ器のような装置のハウジング内に組み込
まれる誘導加熱式ジェネレータに応用できる。さらに本発明は、金属部品を処理する誘導
加熱用の工業機械にも応用できる。
実際に、可飽和チョークにより、小型の電子回路を達成することができ、ぐずぐず煮る機
能をもつ調理器または蒸し器に適した調整された低電力と共に、揚げ器に適した高電力を
得ることができる。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ ａ 】

【 図 ５ ｂ 】

【 図 ５ ｃ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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